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グーグル・タグ・マネージャー



• Googleが無償で提供している、タグ管理システムのことです。

• 様々なWEB販促の施策には、タグを利⽤したものが多く存在します。
その都度、タグの貼ったり、外したりと⼯数がかかるため多⼤な⼯数がかかります。
その業務を簡便化することを可能にするのがGoogle・タグ・マネージャーとなり
ます。

• Googleアナリティクスや、Google広告などと相性も良いと⾔った特徴があります。

• その他、GTMと同様に他社のタグマネジメントシステムも存在します。
例としては、Yahoo! タグマネージャーやAdobe Analyticsなどです。

GTMとは︖（Google・タグ・マネージャー）



各社で呼び名が違う場合もありますが、広告掲載や、運⽤、分析WEBマー
ケティング施策の実施には、以下の3点のタグが主に利⽤されます。

• リターゲティングタグ（リマーケティングタグ）
⼀度サイトに来訪してくれたユーザーの履歴を記録する

• コンバージョンタグ（CVタグ）
実施中の広告から問い合わせや、資料請求、資料ダウンロードなどが

発⽣したのかを集計するタグ

• サイト分析タグ
googleアナリティクスでのアクセス分析や、ヒートマップ、
サイト来訪企業を調査するためのタグ

タグの種類に関して



メリット
• GTMを導⼊すれば、タグ設置の際に、WEBサイトを構築しているHTML
ファイルを編集する必要がなくなります。

• 様々なサイト分析ツール（アクセス分析や、ヒートマップなど）や、広
告配信ツール（DSPや、アドネットワーク など）、マーケティングオー
トメーションシステムから提供されるタグを⼀元管理できる。

• サイト制作会社や、広告会社へアカウント権限を付与することで、タグ
設定を依頼することもできる。

デメリット
• 初期設定時は、GTMを利⽤するためにサイトの全ページにGTMのタグを
設定する必要がある。

GTM利⽤のメリット・デメリット
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利用するシステムが増えるたびに、

全ページに設置や、指定のページに
設置する手間が発生します。

例：リターゲティングタグを全ページに設
置した翌週に、急遽MAツールを導入
することになり、タグを全ページに設置

する必要が発生した、、、前週に話が
まとまれば一度の作業で完了したが再
度設置する必要があるなど。



GTMの導⼊

https://marketingplatform.google.com/intl/ja/about/tag-manager/

まずは管理画面を取得します。



タグとトリガーとは︖
Googleタグマネージャーの設定が完了すると、以下のタ
グとトリガーを主に利用するようになります。

【タグ】
設置したいタグを登録する項目

【トリガー 】

登録したタグを発火させるための設定

例えば、広告経由からの問い合わせが発生したのか
どうかを測定するためには、CVタグを登録し、サンクス
ページのURLで発火するようにトリガーを設定すれば設
定完了となります。

その他、スマートフォンの「電話ボタン」を押した際にCV
タグを発火させる、PDFファイルのリンクを押した時に発
火させるなどの設定も可能です。



• アカウントとコンテナの作成
• ⾃社サイトにGTMタグを設置
• リターゲティングタグなどの全ページ設置タグの設定
• トリガーの設定
• 設置確認
• サイトにタグを反映

設定⼿順



設定︓⾃社サイトにGTMタグを設置
GTMを管理するためのアカウントを作ります。

自社サイトに設置するGTMタグを発
行するためにコンテナを作ります。



設定︓⾃社サイトにGTMタグを設置
設定ボタンを押して、
Googleタグマネージャーをインストールを押します。

自社サイトに設置するタグが表示されるので、そのタグを自社
サイトに設定します。

Head用

Body用

Head用と、Body用の2つを設置する必要があります。

CMSによっては、コンテナIDを入れると全
ページに反映できます。



設定︓リターゲティングタグなどの全ページ設置タグの設定

ワークスペース内のタグから設定したいタグを新規で登録します。

初期設定で選べるものもありますが、概ねカスタムHTMLを選択し
設定してください。



設置するタグの名称

設置するタグを貼り付け

「document.write をサポートする」にチェック

トリガーの設定

ALLpagesを選択

設定︓リターゲティングタグなどの全ページ設置タグの設定



CVタグの設置箇所
問合せフォーム等から問合せや、資料ダウンロードが行わ
れた際に遷移するサンクスページ問合せフォーム

サンクスページが無い場合は別方法での設定も
可能です。詳しくはお問合せください。



CVタグ設定

タグ設定の手順は、リターゲティングタグ等の設定
と同じです。違いは、トリガーの設定となります。



CVタグ設定
設置するタグの名称

設置するタグを貼り付け

「document.write をサポートする」にチェック

CVタグはトリガーの設定が変わります

タグ設定の手順は、リターゲティン
グタグ等の設定と同じです。

違いは、トリガーの設定となります。



CVタグ⽤のトリガーの追加

CVタグ用にトリガーを新規で設定します。
ページビューでタグが発火するように設定します。



CVタグ⽤のトリガーの追加
ページビューを選択し、さらに一部のページビューを選び、どのURLを含んだ際にCVタグが発火するかを指定します。

サンクスページ特有のURLを含む際にタグが発火するように設定します。



CVタグとトリガーの設定



タグの設置状況の確認1
GTMのプレビュー機能を利用して確認できます。

プレビュー中のブラウザで、別タブで自社サイト
開くことで以下のようなプレビューを確認できます。



サイトにタグを反映
設定したタグを「公開」することで、設定した内容（タグ・トリガー）が反映します。



タグの設置状況の確認2

Network内からタグを確認し、

タグが通信されていればstatus 
の箇所が 200 と表⽰されます。

公開したタグをプレビュー以外で確認するには、
ブラウザの検証機能で確認が可能です。



アドテク関連のオススメ書籍
資料内の説明は、簡略化した内容になっています。
より詳しく知りたい⽅は、以下の書籍を読むとより理解が進みオススメです。



本件に関するお問い合わせについては以下にお願いいたします。
ご不明点などございましたら、お気軽にご連絡ください。

お問合せ先︓サポートチーム

meitens@meitens.biz
tel 03-5318-9654


